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アム ドチベ ッ ト語チャプチャ ・チェルジェ牧民方言の音声分析

鈴木博之

1 は じめ に

 本 稿で は、 アム ドチベ ッ ト語チ ャプチ ャ(あq・a5・(Chab―cha)共 和)・ チ ェル ジェ

(壽蔚・叢・(Chos-rje)切 吉〉方言(以 下 「Chabcha!Cherje方 言」 と書 く)の 牧 民方言 を

取 り上 げ、先行研究 にお いて複雑 な音体 系を持つ と報告 されるアム ドチベ ッ ト語1に

おける音声実 態の的確 な記述 を 目指 す。先行研究 にお いては、音 声実態が ほ とん ど

明 らかに されな いまま音韻体 系が報告 され ている。 その現状 を踏 まえ、音 声情報 を

重視 しでき る限 り音韻 記述 に反映させる方法 を考察 する。

1.1ア ム ドチベ ッ ト語概観

 アム ドチベット語は、主に中国青海省の大部分、甘粛省天祝藏族 自治県、同省甘

南藏族 自治州の大部分、四川省阿鰯藏族c族 自治州 、および同省甘孜藏族 自治州の

一部で用いられる。中央、カムチベット語 と並び、中国国内のチベッ ト語3大 方言

の1つ とされる。

 下位分類方法は先行研究によつて異なるが、もつとも大きい区分の方法 としては、

牧業区方言、農業区方言の2種 に分類する場合(格 桑居冤 ・格桑央京(2002)な ど)

と先の2種 に半農半牧方言を加えた3種 に分類する場合(毘 霜堂(1996)z多 傑東智

(2004)な ど)に 分かれる。いずれも地域による分類である。

 実際 アム ドチベ ッ ト語 話者は、その出身 ・職業か ら儀斎『・灯('brog pa)「 牧 民」 と

憲ζ・尉・(rQng pa)「 農民 」という2種 の社会 的差異を認め、いずれ か に属 して いる。そ

して 、そ れ ぞ れ の 話 す 言葉 をへ斎『 斜『('brog skad)「 牧 民 方 言3」、気 …「『・(rong skad)

「農 民方 言4」 と呼ぶ習慣 があ る。 これ らの違 いは格桑 居晃 ・格 桑央京(2002)に よれ

 1複雑な音体系を持つと報告されているものは、チベット語にとどま らず川西走廊諸語の
いくつかにも見 られる。
2盟 霜 堂(1996)は これ ら3種 とは別 にタウrTa'u(弓S(rTa'u)道 孚)方 言 を設 けて いる

。

3格桑居冤 ・格桑央京(2002)で は 「牧区次方言」と呼ばれる。また牧業区方言ともいう。
4格桑居冤 ・格桑央京(2002)で は 「農区次方言」と呼ばれる。また農業区方言ともいう。
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ば、それぞれの音韻体系に顕著で、文法的、語彙的な面では比較的差異が少な く5、

実際の会話において互いの方言で話して も意思疎通に大きな障害はないとされる。

 顕著な特徴 をもつ音体系の具体的な特徴をあげると、豊富な音節初頭子音連続と

声調による弁別の欠如6が指摘できる。子音連続の組について、牧民方言では平均

70.80組 が確認される一方、農民方言では平均30-40組 といわれている。これ らの子

音連続はチベ ット語文語つづり(以 下 「蔵文」と書 く)と かな りの対応関係が見ら

れる。ただし、蔵文では初頭子音の組み合わせの総数は200組 を上回ってお り、現

在先行研究で指摘されているアム ドチベット語における子音連続と比べ、倍以上の

組が存在 していることになる。

1.2 Chabcha/Cherje方 言の位置づけ と調査 に関す る情 報

 Chabcha/Cherje方 言は、青海省海南藏族 自治州共和県の西部に位置する切吉郷周

辺で用いられる。共和県で用いられるアム ドチベッ ト語をChabcha方 言と総括的に

呼ぶな らば、それは格桑居冤 ・格桑央京(2002)で は農民方言に、犠霧堂(1996)で は

牧民方言に分類されている。筆者の協力者によれば、共和県では牧民方言と農民方

言が混在 している地域であるという7。また多傑東智(2004)で は、アム ドチベット語

母語話者の認識として、半農半牧民方言地域の区分 も考えてお り、共和県はそ こに

分類される8。このことからChabcha方 言は半農半牧区方言と考えることもできる9。

 しか しなが ら、共和県 内で も地域 によ って方言差 が大 き く、切 吉郷 と県城 ・恰 卜

恰鎮 で用 い られるアム ドチベ ッ ト語は異なる とい う。よつて本稿 で は恰 卜恰鎮周辺

で 用 い られ る もの を狭義 のChabcha方 言 と し、切吉 郷周辺の方言 をChabcha/Cherje

方 言 と呼 ぶ ことにす る。 また、共和県 の周辺地域 は、東部で はテ イカKhrika(膏 町

(Khri-ka)貴 徳)、 マ ン ラMangra幅 ζ尺・(Mang―ra)貴 南)な ど先 行 研 究 にお いて 農 民

方 言 地 域 と さ れ て い る 地 域 で、西 部 で は テ ム チ ェ ンThemchen(軸 ・私 ・(Them-chen)

禾 峻)、 ツ ィ コ ル タ ンrTsikorthang嬉 弄1ぺ・qぐ(rTsi-kor-thang)興 海)な ど先行 研 究 に

おいて牧民方言地域 とされている地域がある。

 5差異の大きさは、他の2大 方言 と比べて、という相対的なものと考え られる。ただ し、
語彙の面においては農民方言には漢語からの借用語が多 く観察されるといった違いがみ られ
る。

 6ただし声調が確認できないというわけではない。西田(1987)に よると、Rugsar(淫 中)方
言では声調の対比が見られる。
7特に都市部 に農民方言話者が多いという

。
8同論文 によれば、半農半牧民方言地域は青海省海南州、黄南州、甘粛省甘南州が挙がっ
ている。

 9このよ うに考えるよりもむしろ、アム ドチベット人の言 う 「牧民方言1農民方言」の違い
と先行研究にある 「牧区次方言!農区次方言」という違いは基準が別個 にあると考えること
ができるかもしれない。しかし詳細はここでは立ち入 らないことにする。
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調査は2004年2月 に中国四川省成都市で行つた。調査協力者は ドルマ ・トン ドゥ

プ塾 騰 撃(・ α 。1-ma D・n-g・ub)さ ん(男 性 ・1977年 生 まれ)で ・ 出身は青 海

省海南藏族 自治州共和県切吉郷である。郷内はほとんどが牧民であるという。

 調査内容は華侃 主編(2002)に 含まれる語彙、および馬月華(1989)や 星(2003)に

おける基礎構文を中心に聞き取 りを行うとともに、より自然な会話例 も採集 した。

調査の媒介言語は漢語、アム ドチベット語、チベッ ト文語を使い分けた。

1.3 議論の方針と背景

 アム ドチベット語は、先に触れたように、チベッ ト語諸方言の中でも子音連続 を

多く持っことに特徴づけられる。アム ドチベット語の諸方言の先行研究 もまた、そ

の特徴として子音連続の存在する組を示す ことが通常である。 これは単に共時的な

特徴を明 らかにするだけでな く、対応する蔵文 との対照が歴史的な見地か ら有用で

あることもまた、資料的価値があるものとして認識 されている。

 ところが先行研究は、子音連続の音声実態にほとん ど触れることなく音体系を提

示 して、そのもとで子音連続の組み合わせを挙げていることが多い。しかしその音

声実態の多様性は、鈴木(2004)で 示したように、複雑な特徴を持つている。

 本稿では1上 に述べたようにアム ドチベッ ト語を特徴づける子音連続に特に焦点

を当てて、Chabcha/Cherje牧 民方言の音声実態を解明し、それを音韻記述において

明晰に表記するための考察 を行 うことを目的とする。なお、対象方言には先行研究

がなく9他 の記述 と直接対比す ることは不可能であるが、先行研究を通覧する限 り

見 当た らない新 しい記述 を行う。

1.4 構成

 本稿では、対象方言に関する直接の先行研究がないことを踏まえ、まず次節で調

査結果を総合的に検討して得 られるChabcha!Cherje牧 民方言の音声実態を十分反映

できるような音声表記を示し、3節 で具体的な音声特徴と具体例を紹介する。特 に

子音連続について詳述する。4節 でChabcha/Cherje牧 民方言の特徴について考察 を

加え、5節 でまとめる。

 また、本稿では一部のチベッ ト語研究に見 られるような中国音韻学に則った議論

は行わない。
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2 Chabcha/Cherje牧 民 方 言 の 音 声 実態 ― 覧

 先行研究にChabcha/Cherje牧 民方言に関する記述は未見であるio。以下に掲げる

ものは、音声実態に基づき筆者が記述に必要なものとして考えているものである。そ

の特徴は音声特徴と表記が視覚的に直結するような表記法を与えている点にあるu。

【声調】弁別されない12

【母音】 以下の各要素について、音声的には長母音も確認される13

e   a

  a

u[u

O

【子音】子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

閉鎖音 無声有気

無声無気

有声

破擦音 無声有気

    無声無気

    有声

摩擦音 無声有気

    無声

    有声

鼻音 有声

   無声

流音 有声

   無声

半母音

両唇 歯茎 そり舌 硬 口蓋 軟口i蓋 口蓋垂 声門

pn

P

b

ﾘ

β

m

m

W

th

t

d

iSh

ts

dz

Sh

S

Z

n

n

J,r

1

6h

t

d

§h

§,毫

L

Ch

C

3

tβh

t¢

d多

¢h

β

多

卓

」

kh

k

g

Xh

X

γ

弓

尊

4

xh

x

H

h

丘

10Chabcha方 言に関する記述としては、《共和県誌》(1991)に 簡潔にまとめられている。
11特に子音連続の表記については、条件変異音を処理していないなど、厳密に音韻論的考
察 によつて見 出 された音素表 示とは異 なるので、この点 につ いて は留意 しなければ ならない。

 12ま た 、 西 田(1987)に お けるRugsar方 言 のよ うな トー ンの対 比 も、 Chabcha/Cherje方 言
にはないようである。

 このような ことか ら、本稿ではピッチ ・ス トレスといった要素については、音声表記にお
いて も省略する。

 13すなわち、母音の長短は弁別的でないといえる。
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【複 子 音 】

mb ―, nd-, gq-, PJ-, Og-, ndz-,9d4-

rPph-, Uth-, ath㍉fich-, ilkh、 Ptsh-, itgh一

塒d -
,m(1-, mg-, mdz-, M11―, M阜 一, mp-

'Pt血一
, rPth-,'Pkh-,9'tsh-, rPtgh-, rPll-

m(ト

Φt-
,Φt-,ΦC㍉ Φk、 Φts-,φtβ ―,ΦS-,Φsh-, egh-,φ9・

βd-
,β9-,β 」―,βz-,β%-

Pt-
, PtG―

Φt-,Φk-,Φts-,Φtβ 一,Φ β一,Φi}-

Pd―,β 」一, Pdz-, Pd4-, Pz-,β 多一

Pt・・
,摩t-, SC―, Sl(一, fits-9 Stβ一

「b-
,「d-,「 」。,「g-,「dz-,「d%-

tp-
, tt-, tk・・, ltg-

ld-
, tg-, td%一

摩t―,§t-,§c-,§k-,§ts-

rg-, rd%一

加 一

Xt-
, Xk-, Xts-, XF-

yz-
,γ 多一

TZ"

)ζt-,)(ts-,)ctβ 。,り(S-,り(9-

yd-, ff4-

qz-, q易 一, qn-, q4―, ql-, ql噂

hp -, ht-, ht-, hc-, hk-, hts-, htS-, hS-, h卑 一
, hp-, h鵡 一, h(}一, h}一

丘b ―
,fid-, fi 4-, fiJ-, fig-, fidz-, fid多 一,翁m-, fi n-,㍉ ―, fill―,丘1-,丘w一

丘Z-,肪,舳 一,且m㍉ 伽 一,飾,丘P-,fil-, hr-,角 一

XW―, kw-

fiYW一

且「m-,丘1n-,晦 ―,且 「9―

且瑚 一

φkw.

血輌 一

fiβdz 一
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3 具体例と分析

 具体例 は、対応する要素について1例 ずつあげる。また、あげた語については、

将来的な対照研究のために、対応するチベット文語を添えた。以下、例を掲げる場

合、「対象音素、本稿での音素表記、音声表記ユ4、チベット文語、意味」の順である。

3.1 母音

 母音は自由変異音を考慮に入れて7音 素からなると考えられる。ここでは代表的

な音声表記を1つ 提示し、音声表記に関して詳細な調音点についての情報 は記述 し

ない。

長短は特に弁別的ではない。

!a/は中舌前よりである場合が多く、先行の子音の調音位置に従って前後に調音点

が移動する。la/が表す音声実態は相対的に調音点の面で広い範囲を含んでいる。

1

e

a

O

u

a

ﾘ

hpl

me toγ

gtsa

lo ma

cu

tshal

mbuz

[hび'i:]蓉S'(・p・i'・) 猿

[m・t⑳ 縛r・(m・t。9)花

[sts畩

[1gm磐 】

嚴uり

[tsh茎丑]

[mbuz・]

す.(・tswa)

訂 澱・(1・ma)

衝(gr・)

器閃 ・(tshil)

夙s'('bu)

草

葉

小麦

問う

虫

3.2 単 独子音

 Chabcha!Cherje牧 民方言に確認される単独で現れる子音の音声は、アム ドチベッ

ト語の他方言と対照すると、いくつか際立つ特徴が見 られる。た とえば、子音連続

を構成する要素に口蓋垂閉鎖音やそ り舌流音などがあ り、非常に特徴的である。そ

のほか、原則的にた とえば有声閉鎖 ・破擦 ・摩擦音については、 ごく一部の語彙 を

除いて単独では現れない、などが指摘できる。

3.2.1 閉鎖音 ・破 擦音

 有声閉鎖 ・破擦音については、ほとんど単独では現れない。また、無声無気閉鎖 ・

破擦 音はしばしば弱い半有声音になることが確認される。さらに、そ り舌音にっい

 14発 音 の簡便 な表記 のた めに、次の ものを用 いる。[A]:[a】 と[a]の 中間 の非 円唇 音、[E]:

[e]と[ε 】の 中間の非 円唇 音。
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ては閉鎖音が通常だが、ときどき破擦性をもっ。

Ph

P

b

ih

t

d

6h

t

d
Ch

C

J

kh

k

g

tsh

ts

dz

tβh

tβ

d多

pha ma

pal ma

thUll

tal pa

thﾘh1{蓖

tUIY

Chl

co ma

kha

ko re

iSh$

tβ0γtse

tβhg

tβa

[pha ma]

[P21 mA]

口

[thLLTI]

[tal p畩

[]

[thu・h綱

ゆ噌]

[]

[chi]

臨om参]

[]

[kha]

Cgo LEJ

[]

[tshA]

[tβ0㌣tSE]

[]

[tiha]

[dia]

[]

閃・引'(pha ma)

蜀へ.引'(pad ma)

0

臼『'(thud)

」『「.ζτ'(dad pa)

0

鯛(ph・u gu)

§郷(drug)

2。
陶『●巴尽r(khyod kyi s)

靹 ・(gro ma)

0

｡ra°(lcha)

聯 ミ・(9・・e)

0

話 ・(tsha)

笥r・ 言・(・・gt・e)

O

ﾘ'(chu)

匡.Ga)

()

両親

はすの花

チーズケーキ

信仰

子供

6

あなたによって

人参果

ロ

チベ ット鮫子

熱い

テーブル

水

茶

3.2e2 摩 擦 音

 有声摩擦音 については、ごく一部の語彙15を除いて音声的にも語頭に単独では現

れない。語末に現れるものは、基本的に有声性の高い半有声摩擦音になる。

ﾘ

ﾟ
Sh

S

Z

§b

§

量

sha

s9切

§hoγ

gan

[]

[J

[shA】

[s5碧]

[]

[§hg予]

[gan]

[]

0

0

劃 ・(sa)

ヨζ鮒 噛(zangS)

0

智r・(sr・9)

藝へ(・P・i・)

0

(語末例 に存在)

土

鉄なべ

生命

雲

 1犠最・(zer)「～という名前である」は文中では常に 【ZE]となる。単独例では無声である。
Chabcha!Chue方 言では、このような環境によつて有声性について変化が見られるのは少な
い。
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βh

β

多

臨X

X

γ

x血

x

rs

h

丘

β99

xhol

xon bo

X鹿aγ

hat¢a聖

且oI

口

[蜘 】

[]

[穏hgl]

鈴木 博之

0

琶ζ'(・hing)

0

笥r・(・h・d)

畑

下の階

[・6・mb・]r篤 首(dp・ ・p・)官 僚

口

[xhA7]

口

[]

[hAtβ 壱η]

[fiw ol]

0

習『'(phag)

0

0

勺'5ζ(ha cang)

庶 ぐ。d)

(語末例に存在)

ぶた

とても

光

3.2.3 共 鳴 音

 無声鼻音は語頭で単独ではほとんど現れない。r音 は[r,ユ, r, t,勾 などの音声実態

を持ち、絶対語頭には現れず、あいまい母音に近い音声が先行 して現れる。このあ

いまい母音は有声声門摩擦音を含まないものである。

m

甲

n

り

準

巧

動

璽

喜

l

r

W

j

m田t1γ

na no葛

阜a

弓a

la

la

ra

WLII

jar

[mUl tlヤ]

日

[nAn5耶]

口

[阜A]

口

[鍋

口

[la]

園

[]

[9r毒】

[wu>1工

巨3f]

紡r●(m・tig)真 珠

0

購 ζ`(na ving)去 年

0

う'(nya)

U

C'(nga)

O

w・(la)

零●(1ha)

0

民・(ra)

e(bu)

囚 ぺ・(yar)

魚

私

峠

神

やぎ

息子

上に

3.3 初頭子音が存在 しない例

 ChabchalCheije方 言では、音節初頭子音が存在せず母音始まりの場合もありうる。

しかしこれは中央チベット語Lhasa方 言の一部の先行研究にみ られるような、音韻

論的に母音始まりの音節を認めるというものではな く、音韻的に余剰扱いされてい
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る ロー]や[飼 が 自由変 異で現 れ る ものである。

 た とえば、la n」a/IA ma/fi疥Aノ?套mAj困 ・訂(a ma)「 母 」な ど、[A]な どで始 ま

る多 くの親族名称 は初頭子音 が頻繁に発 音されな い。そ のほか 、疑 問助辞ノe/{?E/E】

禽(e)「 ～か」な ど。 このよ うな例 においては、母 音始 ま りの例 も認 め られ る と考 え

られ る。

3.4子 音連 続

 Chabcha/Chue牧 民方言には2子 音連続と3子 音連続があるが、後者は2子 音連

続 にわた り音が加わつたものも見受けられる。このような例は環境によつてしばし

ば2子 音連続 と変わ らない音声実態になるものもある。

 筆者の子音連続の認識は、音声実態の発音様式における異なりから、複数の音節構

造 を認める点にある。最初頭の子音か ら明瞭に発音される ものを 「子音連続構造」、

主に第2子 音を中心に発音 されるものを 「主子音構造」として2種 を区別する。子

音連続を構成する子音が実際の音声と表記がかけ離れてしまわないようにするため

には、このような音節構造上の特徴を加味して理解することが重要であると考え ら

れる。

 以上の分類に基づ く2種 の音節構造の模式化は以下のとお りである。Gは この方

言では[w]か 田 が該 当する。

1.子 音連続構造=CCGVC       2.主 子音構 造:CC;GVC

 ただし以上のどち らにも該当しない3子 音連続があるが、その扱いにっいての詳

細は後述する。

3.4,1 前鼻 音類

調音点を同じくする完全な前鼻音のもので、主子音構造のもの

皿b

nd

唄

PJ

99

°dz

か⑫

甲P勤

讐th

加baP

簸dg

乳磯o

PJ田r

壌goγ

ndzud

秘d多grn mo

単Pぬuエr

尋thoγpo

[b矚7

[°d畩

【具φ]

【P理f]

[η99ヤ]

[ndz疋α1]

[阜d易5mmo1

〔甲P麟 甲{】

[息t降h∈)予po]

へqq・ ぐbab)

駄ミ・㈹)

¢ニへ婁き幽 (,1)ri)

噂 馴 ぐgyu「)

噺lr・('9・9)

α、∈玄αこ●ぐdzul)

へE…引葺('jam po)

へ毯夙●('phur)

へ&r管C・h・9P・)

落ちる

これ

めすヤク

変化す る

さえぎる

進入する

つるつるの

飛ぶ

厚い
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q+h

♪ch

看kh

ntsh

阜tβh

義thuコ【1うkhor

貞choヤ

むkhgI

°tsho wa

ホtβhgη

鈴木 博之

[坑t汽h田1動kh・・]へ 騨 簿'('ph・ ・1'kh・ ・)

[負♂b。予] 噌r製 ・('㎞y・9・)

[むk蜘  叩 閃畠ぐ㎞al)

[ntsnh◎・WA] 磁q・('tsh・ba)

Ptβ仙5耳口      q�60・('chang)

調音点が異なる主子音構造のもの

跡d

m4

面9

maZ

職n

n1阜

mp

嘩th

嘩th

皿k馳

甲tsh

呪 郵h

嘩阜

mdO

melon khan

mgon khan

lnCYZO

mna hcel

ml
,6iil iCLII

maar mo

mtha

甲thgγpo

rokhen pu

miShO

聯t¢hUI

甲工』田kUI

[mC10]

[m(t6nkh入 弓】

[mgon khAη]

[mdZO]

[mnA・hcΩ11

[m阜UI蝕]

【mな春fmo】

[甲tha<]

[甲t§h9マpo]

[卑khサn pu]

[甲t、・。ゴ

[甲tβh甲]

[甲卿Ogu1]

子音連続構造をとりうるもの

          颯m(躯

澱1<・(mdo)

噸 ・Rζ・(mg・・n㎞ ・・g)

棉 ・戸ζ・(mg・n khang)

譜(mdzo)

岬'§5'(㎜ ・'・ky・d)

脚(myu gu)

澱に夙・訂・(mugar m・)

醐 へ'(mtha')

δq藺『嗣'S'(mkhregs pu)

構 ・首・(m㎞ ・np・)

緒(mtsho)

引§'(mchu)

琶ヨ(smy"9U)

[md�へ 翼N・Cbras)米

機械

ゆがんでいる

つむぐ

生活

触れる

川が交わる地点

宿屋

護法尊堂

おすゾ

誓う

若芽

甘い

端

硬い

僧院長

湖

唇
ペン

3.4.2 先行子音が両唇音

 主子音構造のもの

ﾘt

ﾘt

ﾘC

ﾘk

ﾘts

Φtβ

ﾘS

Φ§h

φβh

ﾘ僘ﾟ

ΦtUI

ﾘcaY

ﾘko pa

ﾘtstum

Φt¢{∬

Φs99

Φ§han

aΦ βhg

[ﾘtsﾟ]

[φt四

1φc9予]

[ﾘk�a]

【ΦtsΨm]

[Φtgm]

[φs§瑠]

[φ§han]

[惣 Φβhg]

q5q'(btab)

q町(b㎞)

qlコ『.(bkyag)

q師r・ 蜀・(bk・dp・)

魔 細"(btsums)

q§ 冒(bcu)

q馴 ζ鮒 圏(tisangs)

q蜥(bsran)

園●§●(aphyi)

種をまく

洗う

挙げる

様子

閉じる

10

香

耐える

祖母
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φβ rgφ βa

ﾟd ﾟdan

ﾟg 昼go

β」 β」gt卿

ﾟz ﾟzo ta

転  β易UI

Pt   丘1a Pt≦)鍛

Ptβ β多g Ptβ{u

子音連続構造のもの

ﾘt

ﾘk

ﾘts

φ佑

Φβ

Φ轍

ﾟd

ﾟdz

βd多

画

β多

ﾘtol

ﾘkor

ﾘts。n PJi

Φtβa玉

Φβa五

"dUIYΦ 埼9星

ﾟdtul

癬e

ﾟdzi

βd多el

Pz99

P多9

P・・φβ・】 ミ・§・(・iby・)  用島

[βd5・} 噸(bd・ ・)  7

[ﾟgo]   q所(bgo)    分 ける

[β」・伽]螂 §'(b-rgy・d cu)80

[ﾟ・・'t・]・ 晦(b・ ・9・w・)瑚

[β刎 ・§(b・hu)  溶かす

卿Aり(鞠 〕 尽 費く《bla brang)  ラ プ ラ ン寺

[ﾟﾟa・ ㌔・呵 ・冷・・§・(b・hib・u)4・

[ﾘt�1]

[ﾘk�]

[Φts6n刷

[Φ卿1】

[ΦβAη

[6dα坪 Φ尊91]

Pβd甲1]

[P95Ej

[ﾟdz」i]

[βd多E1】

Pβz§瑠1

【P9多9]

q歓(b・t・d)

q繭 紬 ・k・・)

鱗 響 匿(b薗「tson'9「US)

qa『'(bcad)

QV『 へ'(bshad)

奪叩 智 閃.(sd"g bsnga1)

qsr'(bd・d)

樋r'(b―rgy・d)

虚 鮒 ・(b-rdzis)

4霞 『・(b―1ゴed)

qヨc・(bzang)

q亀'(b・hi)

称賛する

回転する

努力

去勢する

話す

苦痛

妖精

8

起きる

忘れる

よい

4

3.4.3 先 行子音がそ り舌音

主子音構造のもの

串t     §t碇【Y t∈)

§t   §t凱hkUI

馳  叱a五

§k  §ke

§ts   asan ba

含tg §t鈴

rb rba filaﾟ

rd  rdO

「5  「∫a

[§tUI予 tg]

[§tlll hkuエ]

[§c翌1]

[§kε・]

[§tSAm bA】

[寧tβo】

PbA1且13P】
    o

[asdol

[」aJ毒]

亀喉 伽gd「a)

§閃'奪'(sp「ul sku)

O閃'(rkyal)

斜 尽r(skas)

言澱.葛.(rtsam pa)

§'(skyi)

ξ1'喬q尽r(rba rlabs)

斎(・d・)

勇'(・gya)

屈

活仏

泳 ぐ

階段

ツァンパ(麦 こがし)

借りる

波

石

漢族
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rg

rdZ

「⑫

塁P

量t

量k

毫tβ

td

tg

ld多

ngen po    ['gen po)

「dzo葛     [エdz69]

「d多ipa    [」9%」iPA]

c・ 毫paγ 降・圭P剛

量toγ  [毫t⊇r]

塁kUIγpa   [毛kl【1ヤPA】

竜t¢9γ  [量t剛

1de m1}iγ   [tdE m阜茎予]

tga抑wa  [tg和WA]

1d多gg khu三  [しd多5ηkh甲】

 鈴 木 博之

嗣 ・箭(・g・np・)

首 ζ・(rd…g)

雲尉'月'(「gyuspa)

醜r尉 ・(9・・lp・g・)

鞠 副・(1t・9・)

騨 ●司'(lkugs pa)

響r鮒`(lcagS)

愛'論『尋(lde mig)

斜ζ'ζr(1gang pa)

蜜ζ'鷹 ●(華・ng khu)

老人

県

筋肉

麩

餓える

口のきけない人

鉄

鍵

膀胱

緑色の

子音連続構造のもの

gt

§t

§C

gk

§ts

rg

rd多

§tgY

gta

§c閃

§ka mo

Stsa wa

rga

rd多e

切a

[§t3マ]

[串t§]

[§cき0】

[gk瘟¥mΩ 】

[§tSA WA】

[9rg運]

[。rd多e]

[9加A]

弓r馴 ◎(rtags)

へ1翁・(dkri)

び'(晦 ・p9)

知 嫡(dk・'m・)

ぎ'q'(rtsa ba)

rrへ'(dga')

」司註・(b-rje)

智'〈lnga)

印

巻きつける

野ロバ

難しい

根

愛する

換える

5

3.4.4 先行 子音が軟 ロ蓋 ・ロ蓋垂 音

主子音構造のもの

Xt XtUlp

Xk  「JUI Xkar

Xts  Xtsa tβheγ

翼β  xβoγpa

Yz Tza fida wa

γ多 Y多i

[Xt田甲

[ユpxkgf]

[Xtsa・t¢hα門

[x噌PA]

[Yz会 丘dA WA]

[Y多ji]

r量q'(gtub)

雲'r「 夙●(「gyu dka「)

『 ざへ'ﾘ『 馴 隔(gtsa'chagS)

噺r・ 月・(9・h・9P・)

r呈 へ.畠'q畳(gza'・1・ba)

『(i『尽1●(gzhas)

切る

大腸

さびる

翼

月曜日

歌

子音連続構造のもの

γZ Yzgm  [γ9Z…m]

xt xto瑠r鋤WO

xts xtsag

xtβ   xtβiγ

[xt緘 f5真} wo]

[xts剛

[xt剛

『ヨ&'(9Zlm)

r奪 こ・ミC・首 ・(gti・g・i・9 P・)

ζWざζ'(gtsang)

r§r'(gcig)

電源 を切る

深い

ツァン(地 名)

1
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xs

xβ

∬d

葦曝
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XS皿m  [xasﾘm]

Xβe   [XβE】

EdUIη       [Hd{垂◎3

E%i阜in ka   [H多i工』㎞k畩

r轡(gsum)

『ξキ(gshe)

rミ ζ0(gding)

r亀 馴'駄 「●(9・hi・nyi・k・)

3

ののしる

添える

さきおととい

3,4.5 前 気 音

本質的な前気音つきの子音連続は主子音構造 に分類 されなければな らない。しか

し単音節の例の中には、まれ に子音連続構造のように発音されるものがある。

即P

ht

h*

ぬc

hk

htS

htβ

血郵

nm

nn

h:

h輸

hl

五b

且d

五d

丘」

轟9

fial

5d多

fim

丘n

㍉

㌔
hI

血W

hp9弓

㎞tgγ

htgB WO

°ico ma

hke

htsok kwa

huar} kh{u

h多eka

timen

hna

h加mo

h導a

"10ﾟ

丘bom po

ndUlr

丘da

丘JUIr

肩9UIγ

且dza

且d%in Pdoγ

丘me wa

且naγtsha

㍉ 功

艮gon bo

filapa

且wo kwa

[hp59コ

[htgヤ 】

[ht50 wΩ]

[hcO・mA]

[hk婁]

[htsok'kW畩

[ht蜘kh四

[hβE・kn]

[hmEn]

[hna]

[h加mo】

[hうA]

[hlOﾟ]

[fib� po]

[且dΨfゴ

[fida]

[θ四 £]

〔石9UIマ]

[丘dZA]

[丘d多宝nβd3予]

[且me・WA]

[fil]3^(tShA]

[蔦覇]

[員瑠6nサo]

[filA pA]

[fiwo kw畩

囲こ'(spang)

腎置η6(stag)

蟄・葺(・p・ang P・)

琶 剖●(skyo ma)

斜『6(skad)

鶉r冒q層(s至 ・gpa)

塾ζ8俺.(・pyang kh・)

r§r「'(dpyid k・)

舗'(・man)

繋'(sna)

騨(・ ・yim・)

智2(snga)

壽 月・(・1・b)

誉 菌・�.(・b・mp・)

饗』=・'(sdur)

笥'(sgra)

§ぺ'(sgyu「)

斜『'(sgug)

ヨ・q・(zla ba)

§糊(・byi・bd・g)

§'q'(・m・b・)

繋r'6'(snag tsha)

智ピ『'(snyln)

魯嫡 ・(・ng・np・)

囚『'ζ耳零(klad pa)

魍 欄'(lpags pa)

草地

虎

こじき

の り

言葉

毛皮の上着

狼

春

薬

鼻

柔 らかい

早い

学ぶ

粗い

比べる

声

変える

待つ

月

施主

あざ

墨

心

青い

脳

皮
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                鈴木 博之

3.4.6 先行子音が ロ蓋垂 ・咽頭 ・声門音く子音連続構造〉

 明瞭な弱母音を含むことができる子音連続の音節構造は、すべて子音連続構造に

分類される。複合語 を形成しても、子音連続が比較的維持される傾向にある。

qz qZOγ

q多 q4m

qn qnam

qD qη・i

q豆 qlgll

qj qjUI

血Z 且za wa

毎 丘ZOY

血∬ fiEa

血m 丘mar wO

血n 且nam X¢i

fU 6voγ

do fiPUil

hl 丘1a

且r 」㎞1

珂 fijar ka

[q2z9予]

[gov4ur]

[qenAm]

[弊i】

[9215P】

[¢j刺

[fi3ze' wa]

[丘Ozg予 】

[fi:。yg]

r§r'(9・ig)

r§(gzhu)

『鯛.(gnam)

N参N'(9・yi・)

喬ζ(rlung)

『 鯉6(9-yu)

qヨq'a胴(bza'ba)

噺r・(9・h・g)

密'(wa)

[fimArW wo] へ澱夙好(dmar po)

[fin套m Xgi']

[且a磁 】

[fi,gurl]

[丘:91A]

[丘a凹1]

[fiOjA9 kA]

『 菟&●『 鞘asq'(gnam gshis)

§r'(myig)

昌～∈三閃6(dngul)

q急'(b-rla)

9Pt'(sb「ul)

「1∋ぺ・「・(dbyar ka)

豹

弓

天

2

風

ジヤスパー

家族

劇る

狐

赤い

天気

目

銀

大腿

蛇

夏

3.4.7 Gを 含 む子 音連続

 これまで述べた子音連続と違い、第1要 素が際立って明瞭に発音され、第2要 素

が先行子音に付属的に発音されると考えられるものである。

xw xw且bo [xwwA bo]qqへ 首・(bpa'po)英 雄

kw kwa  [kwwA]  「・(kwa)    食用 の種子

3.4.8 3子 音連続

 以下のうち丘f+鼻 音の構造を持つものは、単音節語の例ではr音 の音色が弱化し、

複音節語の例ではfi音 そのものがあいまい母音化しrが 明瞭に聞こえる傾向にある。

丘γw 且γwi

n「m  且「ma

且「n 且「ngγ

fi「p』  且「!》均ba

[丘YWwi]

[丘o'm弓]

[fiJngit】

[丘」埆bA]

rg..N・(db・ ・) ユ ー(地 名)

&・(・ma)  傷

姻 ・(rn・g) 膿

秀:'q'(・nyi・g・b・)古 い
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且「無

鯛
ﾘkw

h刺

&ﾟdﾘ

アム ドチベット語チャプチャ・チェルジェ牧民方言の音声分析

丘「ηama [且1聡mA]  己鰯甜'(rnga ma)

丘mja°y pa 匝∂mlj曾γpAj 論¶・ζr(rmig Pa)

ﾘkwa [ﾘkWw畩

hゆ γpa〔hψ 癬P2]

丘Pd%ar    [5βd多3f]

q『 儀'(bka')

裂r.貯(・m・9P・)

野(sbya「)

尾

ひづめ

命令

霧

貼る

4 Chabcha/Cherje方 言 の特 異 点 と考 察

 ここでは先に例 とともに述べた音声実態について、その特徴的な点をまとめ、考

察する。

4a1 複数の音節構造

 筆者の認める複数の発音様式とは、子音連続中の初頭に来ない特定の子音を中心

に発音するか、子音連続の配列どおりに発音するかという2種 のことである。先にみ

た子音連続の実態についての記述にはこの2種 を区別 し、前者は初頭子音を小さく

肩に乗せて書き、後者は一般に見 られるように特に差を設けず並列 して示 している。

 本稿では、子音連続の分類のために、先の子音連続の項で音節構造について簡単

に扱つた。上に述べた ことと対応して示すな らば、子音連続中の初頭 に来ない特定

の子音を中心に発音するものを 「主子音構造」としCCiGVCで 示 し、子音連続の配

列 どおりに発音するものを 「子音連続構造」としCCGVCで 示 した。ここにあるG

は先行子音とほぼ同時調音的に発音されることがあるもので、2子 音連続ではwの

みが、3子 音連続ではwか 」が該当する要素である。

 3子 音連続については、上記の模式にあてはまらないような異な りがみ られるた

め、後述する。

 さて、以上の異な りを認めることによつて、先行研究では区別 していない以下の

ような点を表現できるようになつたと考えられる。

1,同 一音素の組 と考えられる子音連続の区別

特 に初頭が両唇摩擦音、そ り舌摩擦音の場合、また第2子 音が共鳴音の場合

に、その区別が有効である。

2.前 鼻音 ・前気音 と他の子音連続との異なり

以下に個別に述べるが、前鼻音 ・前気音は子音連続の中でも発音様式の観点か

ら異にする点がある。
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 前気音 については、扱われている先行研究とそ うでないものに分かれ、1方 言の

中で前気音についての解釈が分かれることはないようである16。

4.2 鼻音が先行する組

鼻音が先行するものは、ほぼ主子音構造に属する。そこで注 目する点は、以下の

4点 があげ られる。

1.前 鼻音の音声実態

先 に示 した音声記述 にお いて、た とえば 撃tsh一に対 し 【導tsψ―】とい う音声表 記を

与 えた 。 この音 声実態は、有気音 の気音部分 を鼻腔 に抜 くとい うもので ある。

この場合、閉鎖音 開放前の前鼻音要素は微 弱で脱 落す る こと もあ りうる。これ

はChabcha/Cherje方 言の特 徴的な発音様式 であ るが 、必ず しも気音相 当部分

を鼻 腔 に抜 かな くて もよい。

2.子 音連続構造 を とりうる もの

筆者は、鼻音が先行する組で子音連続構造をとりうるものを1種m4一 のみを確

認 し、認めた。しかしこれに属するものは自由変異 としてmぐ 構造と変わ らな

い音声実現を持ちうる。しかしm(ト構造 に分類する語には、自由変異として単

独で完全な子音連続を構成しないという点に違いが見 られる。筆者は2種 の音

節構造の特性を生かし、この区別を導入できると考えたい。

3。鼻音要素が後続子音に関わ らず両唇音

基本的に前鼻音と呼ばれるものは、後続子音 と調音点において一致するが、両

唇鼻音に限って調音点の一致しない後続子音に先行する組が存在する。両唇鼻

音が先行する組は、主子音の有声 ・無声に関わ らず単独では主子音構造を維持

する音声実現を持つ一方、語中になると明瞭に鼻音部分が聞 こえる。

4.有 声性 の不 一致

 鼻 音要 素に関 しては、m阜一に対応 して 晦 ―が存在 す る。

 16Chabcha!Cherje方 言 と地域的に近い方言(環 青海湖方言)を 扱っているものに敏生智 ・欺顯宗編
(2001)が あるが、そこではh音 が先行する子音連続は組が少ない。bLabrang(拉

卜樗ノ夏河)方 言では、音声実態の観点から前気音のよ うに発音することがあると、格桑居
冤 ・格桑央京(2002)に ある。
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4.3 両唇 音(非 鼻音)が 先 行す る組

両唇音が先行す る組の特徴には、次のような ものがある。

1.閉 鎖 音の2子 音連続

Pt_とPtβ一の2組 が存在 し、 この組み合わせ は語 中にお ける音 節初頭 に現れ る。

いず れ も両唇 閉鎖音 部は無 開放 にな りうる。

2.2種 の音節構造上の対立

この構造上の射立は、主子音構造に属する両唇摩擦音は弱化(前 気音化)や 脱

落をしばしば起 こすが、子音連続構造に属するものにそのような現象は多く見

られない。

4。4 前気 音類

 Chabcha/Cherje方 言 には前気音が存在 す るが、先述 の具体 例で述べ た ものは広 い

意味で の前気音 を もつ ものを一括 に扱 つて いるユ7。こ こで はそれ らの特 徴 を詳 しく

み る ことにす る。

1,有 声性 の一致

前気音は有声性にっいて、後続の子音 と一致する。この点は確認 されるすべて

の例に当てはまつている。

2.前 気音 の維持

前気音はどのような環境にあっても、その音声特徴を維持するが、後続子音が

有声閉鎖音であるうちのいくつかの例において、単独音節で発音される場合に

前気音にあたる音声がやや長く明瞭な有声声門摩擦音 として実現されることが

ある。

3.鼻 音に先行す る前気音

これに稲当する前気音は、後続子音が無声鼻音の場合に脱落することがある一

方、前気音が無声鼻音化 し後続子音が半有声音になる例 もあ りうる。

4.流 音に先行する前気音

 h1―およびa1一が該当するが、特に後者は子音連続構造 をとるもの、すなわち非

 前気音との組fil一とに明確な異な りが見 られる。

 17前気音の詳細は各方言における実態を対照することで明確になる。前気音の多様性にっ
いては鈴木(2004)に まとめ られている。
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5.半 母音に先行する前気音

丘w一が該 当す るが、wは 音節構造 で言 う とGに も属 しうる要素 である。 しか し

この例で は主子音Ciに 属する ものであ る。

 なお、閉鎖音に先行す る前気音は単独例においては調音上明瞭に聞こえることが

多いis。

4.5 特徴的な音素

Chabcha!Cherje方 言では、い くっか特徴 的な音素が設定 され る。

1.口 蓋 垂閉鎖 音

口蓋 垂閉鎖音 の存在 に言及 される先行研 究 には、Sun(2003)のZhongu(熱 務

溝)方 言がある。 この方言で は、ロ蓋垂 閉鎖音 は子音連 続を形成する際 に第1

要 素の口蓋垂摩擦音 の自由変 異 として現れ、Sun(2003)で は 口蓋垂閉鎖音 自体

が音 素 として存在 しない ことにな つてい る。

Chabcha/Cherje方 言の場合、口蓋垂閉鎖音が現れ る例は、出現環境 としては

Zhongu方 言 と同様であるといえるが、口蓋垂摩擦音と自由変異を必ずなすわ

けではない。また、口蓋垂摩擦音が現れるすべての例が 口蓋垂閉鎖音と自由変

異で現れることはないため、完全な異音 として考えることは難しいと考えられ

る。この点が口蓋垂閉鎖音を音素として採用する動機 となる。また、この組み

合わせに属するものは、ほとんどの環境において子音連続を維持 し、さらに弱

母音も現れることが多い点で特徴的である。

2.そ り舌有声側面音、無声側面摩擦音

 これ らは子音連続の第1構 成要素としてのみ現れる。子音連続の第1要 素に側

面 音が現 れる方言 は非常 に少ない と考 え られる。そ の存在 の報告 が あるのは

Migot(1957)のrNgawa(三 ・q・(rNga-ba)阿 鰯)方 言な ど、 わずか に とどまる。

4.6 3子 音連続

 Chabcha!Cherje方 言において、3子 音連続は音節構造の配置の観点か ら見て、主

子音構造、子音連続構造のほかに、音節内の要素配置もまた考えなければならない。

以下に並べてみる。(Nは 鼻音要素をさす)

 18厳密には前気音の中にも調音時間の長さに違いが見られる。これは方言 ごとに特徴があ
るものと考えられる。環境によって前気音の音声実態に変化が見 られず一定して調音時間も
短く発音される方言に、Sharkhog(松 播 ・九塞溝)方 言がある。
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構造 CIC CIC CICi G

fiYW 子音連続

fi'N 子音連続

昼司 子音連続
φkw 主子音

hrpj 主子音

且β印 主子音

且

丘

丘

r

且

φ

h

倉

Y

m

k

甲

d#

W

j
W

j

 これ らのうち、fi'N一は純粋に3子 音連続 といえない場合がある。先の具体例の箇

所で説明をしたが、単音節例ではr音 の音色が弱化 し、複音節例では 且音その もの

があいまい母音化 しrが 明瞭に聞こえる傾向にある。

 fiPdF―は、 PdF―で ある語 の[9Pd刎 とい う音声実態 とは異な り、初頭 に弱い摩擦 性が

確認で きる。 この ことか ら、fiPd4一については属すべ き音 節構造が 特異 とな り、主子

音 の前 に2子 音が連続す るCCCiV・'の ような形が考 え られるが、主子音構造 の中 に含

める ことにす る。

 また 、以上 の3子 音連続 は格桑 居冤 ・格桑央京(2002)に 記述 され て いるrTsekhog

(澤庫)方 言 にみ られ る もの とは異な る ものが多い 。

5 ま とめ

 本稿 で はアム ドチベ ッ ト語牧 民方 言の1つ 、Chabcha/Cherje方 言の音声 実態 を重

視 した分析 を行 つた。そ の結 果 、以 下のよ うな点が特徴 的で ある ことが分か つた。

1.2種 類の音節構造の存在

2e口 蓋垂閉鎖音、そ り舌側面音、前気音を含む子音連続の存在

3.3子 音連続 の存在

 以上の特徴を含め、本稿における指摘は多くのチベット語方言 に関する先行研究

においてあまり明示的になっていない特徴である。今回行った記述は音声実態を明

らかにしつつ、それを的確 に音韻表記 として表すことを目的 とした。そのために、

多 くの先行研究の提示しているものとは性格の異なったものとなつている。

 チベット語の方言研究は、共時的分析および蔵文の対照による通時的分析の双方

が必要である。今後の研究では、今回と同様の立場で分析 された他の方言 との対照

による相違点の考察や、それ らと蔵文との対照という歴史的な考察を行 うことで、

本稿で明らかにしたことのチベ ット語方言学における位置を明らかにできると思わ

れる。
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Esquisse  d'analyse phonétique en amdo-tibétain

le dialecte nomadique de Chabcha-Cherje

Hiroyuki SUZUKI

sommaire 

 Cet article traite l'analyse phonetique du dialecte de Chabcha-Cherje, amdo-

tibetain nomadique, pule a l'ouest du district de Gonhe, Qinghai, Chine. Beau-

coup de recherches mentionnent que l'amdo-tibetain nomadique possede phone-

miquement bon nombre de series consonantiques, mais en fait, du point de vue 

phonetique, ce dialecte en posseede plus que ceux qui ont ete etudies jusqu'a main-
tenant.

L'auteur a eclairci ici les caracteristiques suivantes : 

1. deux systemes de la serie consonantique :

(a) construction d'«initiale» : cC;GV-

(b) combinaison equivalente : CCGV

2. existence des articulations particulieres : 

preaspiration, occlusive uvulaire et liquide retroflexe

3. serie de trois consonnes 

  Comme CCGV-, it existe quelques series de trois consonnes dans ce dialecte.

 Cet article est un esquisse de l'aspect phonetique de ce seul dialecte, et aussi un 

modele de la description phonetique pour l'amdo-tibetain, avec lequel on peut 

comprendre le phenomene actuel dans sa totalite.

(受理 日2004年6月22日 最終原稿受理 日2004年 珍 月7日)
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